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ミズナギドリ目 Procellariiformes アホウドリ科 Diomedeidae   

アホウドリ 
Phoebastria albatrus (Pallas, 1769) 

 

カテゴリー判定結果 絶滅危惧Ⅱ類（VU） D2 

基準A: ― 基準 B: ― 基準 C: ― 基準 D: VU 基準 E: ― 

D2．生息地面積あるいは分布地点が極めて限定されている。 

【判断理由】 

国内で繁殖している島は 3 島のみであり、面積も極めて限定されている。 

現在の主要な生息地である鳥島は活火山であり、噴火した場合に繁殖地が壊滅する可能性

がある。 

評価分科会： 鳥類分科会 

 

概要 

かつては北太平洋西部の島嶼で数百万羽が繁殖していたと推定されるが、1900 年前後に

起きた乱獲と営巣地破壊によって一時は絶滅と報じられた。その後の保護活動により、現

在は伊豆鳥島、尖閣諸島、小笠原諸島聟島、ミッドウェイ環礁を繁殖地として 9,500 羽以

上が生息する。近年、鳥島の繁殖集団と尖閣諸島の繁殖集団が別種であることが明らかと

なり、それぞれの独自性を念頭に置いた保全策の実施が望まれる。 
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基礎情報 

【形態】 

全長 84-94 cm、翼開長 210-230 cm、体重 4-5 kg。体色は綿羽に覆われた頃だけでなく、

正羽へ生え変わり巣立った後もしばらく、ピンク色の嘴と青灰色の脚を除いて全身黒褐色

である。その後、2-4 歳頃から胸・腹部に、6-7 歳から背面に白い羽が現れ、10 歳になると

ほぼ全身が白くなり、後頭部から頸部背側には黄色の羽が現れる。雌雄同色。 

【生活史】 

成鳥は 10 月中旬から繁殖地を訪れ始め、11 月に卵を 1 つだけ産む。抱卵期間は約 65 日

間で、雛は 12 月末-1 月初旬に孵化する。両親は繁殖地を渡去する 5 月初旬まで雛に餌を

与え続け、雛はその 2-3 週間後に海へと飛び立つ。繁殖地を離れた雛は海上でしばらく生

活し、3 歳頃になると繁殖地を訪れるようになり、5-7 歳から繁殖を始める。その後は、ほ

ぼ毎年一度、繁殖を行う。 

【生息環境】 

1 年を通じて海上で生活し、繁殖活動のみ陸上で行う。海上では大陸棚の斜面域（水深

200-1,000 m の海域）が比較的多く利用される。繁殖地は大陸から遠く離れた島の裸地ある

いは丈の低い草の生えた場所が選ばれる。 

生息環境区分： 

【陸域_低標高地】裸地，草地 

【陸域_平地部】裸地，草地 

【海域（沿岸）_表層】海面 

【海域（外洋）_表層】海面 

国土地域区分： （6）海洋域，（7）島嶼地域 

【分布域】 

かつては伊豆諸島、小笠原諸島、大東諸島、尖閣諸島、台湾近くの澎佳嶼、綿花嶼、澎

湖諸島などで繁殖していた。しかし、羽毛採取のための捕殺と、リン資源の採掘による営

巣場所の破壊によって、1900 年前後に繁殖地は次々と失われた。そして、一時は絶滅とま

で報じられたが、1951 年に伊豆鳥島の燕崎で、1971 年に尖閣諸島の南小島で少数の生息

が再確認された。 

現在の生息状況 

【分布域の現況】 

現在の繁殖地は伊豆鳥島、尖閣諸島、小笠原諸島聟島、米国ミッドウェイ環礁のみであ

る。海上における主な分布域は北緯 30-60 度に位置する北太平洋、オホーツク海、ベーリ

ング海で、本州・北海道の東岸、アリューシャン列島付近、北アメリカの西岸に観察例が

多い。 

【生息地の現況】 

伊豆鳥島燕崎の従来繁殖地は、急斜面にあることから、土砂の流入出によって卵や雛の
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被害が起こるため、土留め作業等による保全作業や、デコイと音声装置による地盤の安定

した初寝崎への繁殖地誘致活動が行われてきた。また、伊豆鳥島は活火山を有するため、

伊豆鳥島で生まれた雛を小笠原諸島聟島で人工飼育することによって、過去に失われた安

全な繁殖地を復元させる取り組みが行われている。 

【個体数の現況】 

伊豆鳥島では繁殖個体数が増加しており、2024/25 年現在、ヒナ数 1,337 羽、総個体数約

9,500 羽である。一方、尖閣諸島は、2020/21 年の衛星画像を用いた調査で、109～162 つが

い程度が繁殖していると推定され、過去の調査結果と比較して個体数が増加している可能

性があるとされているが、上陸調査は行われていないため現況は不明である。聟島では

2024/25 年に 3 羽の雛が誕生した。また、ミッドウェイ環礁の繁殖つがい数は現在 1 組だ

けである。 

 

存続を脅かす要因 

伊豆鳥島は従来繁殖地への土砂の流入出と、噴火によって島の広範囲が破壊される危険

性を抱えている。ベーリング海の米国領海内では、漁業活動による混獲死亡が 1995-2010

年に 7 羽確認されているが、日本国内の状況は不明。また、海上では浮遊プラスチックの

混食や有害化学物質の体内蓄積が危惧されているが、生存率や繁殖成績への影響は不明。 

要因の区分： （過去） 捕獲・狩猟/園芸採取，自然災害 

（現在） 自然災害 

 

特記事項 

鳥島由来の集団と尖閣諸島由来の集団は、遺伝的・生態的・形態的に異なることから、

アホウドリは 2 種の隠蔽種からなることが明らかとなった。鳥島の集団は「アホウドリ」、

尖閣諸島の集団は「センカクアホウドリ」と呼ぶことが提案され、それぞれの独自性を保

つことを念頭に置いた保全策の実施が必要となっている。これらの一連の研究成果を受け

て 2024 年 9 月に日本鳥学会から発行された日本鳥類目録改訂第 8 版では、1 種として記

載されたものの、「尖閣諸島で主に繁殖する種は Phoebastria albatrus センカクアホウドリ

だが、鳥島で主に繁殖する種 Phoebastria sp. アホウドリは学名が未確定である」と注記さ

れた。 

環境省第 5 次レッドリストでは、評価単位を日本鳥類目録改訂第 8 版の整理に従った。 

 

旧レッドリストカテゴリーと掲載名 

第４次 2020: アホウドリ Phoebastria albatrus VU 

第４次 2019: アホウドリ Phoebastria albatrus VU 

第４次 2018: アホウドリ Phoebastria albatrus VU 
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第４次 2017: アホウドリ Phoebastria albatrus VU 

第４次 2015: アホウドリ Diomedea albatrus VU 

第４次: アホウドリ Diomedea albatrus VU 

第３次: アホウドリ Diomedea albatrus VU 

第２次: アホウドリ Diomedea albatrus VU 

第１次: アホウドリ Diomedea albatrus E 

都道府県レッドリスト・レッドデータブック掲載状況（令和６年度末時点） 

【岩手県】絶滅危惧Ⅰ類，【宮城県】準絶滅危惧(NT)，【山形県】評価対象外，【福島県】情

報不足(DD)，【東京都（伊豆諸島）】絶滅危惧Ⅱ類(VU)，【東京都（小笠原諸島）】絶滅危惧

ⅠA 類(CR)，【沖縄県】絶滅危惧Ⅱ類(VU) 

保護に係る法令指定状況（令和７年度末時点） 

国内希少野生動植物種，保護増殖事業，国指定特別天然記念物，鳥獣保護管理法 
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アセスメントサマリー（Assessment summary ） 

Phoebastria albatrus has been assessed for threatened wildlife of Japan Red List 5th edition. 

Phoebastria albatrus is listed as VU under criteria D2. 

D2. Population with a very restricted area of occupancy (typically less than 20 km⁠²) or number of 

locations (typically five or fewer) such that it is prone to the effects of human activities or stochastic 

events within a very short time period in an uncertain future, and is thus capable of becoming 

Critically Endangered or even Extinct in a very short time period. 

Habitat types:  【Terrestrial/Freshwater area_Low-altitude area】Bare area, Grassland 

【Terrestrial/Freshwater area_Plain】Bare area, Grassland 

【Marine area (Coastal area)_Surface water】Sea surface 

【Marine area (Open sea)_Surface water】Sea surface 

Threat types:  Natural disasters 

Law designation 
status for 
conservation 

Nationally rare species of wild fauna and flora. Conservation and reproduction 

programs. Nationally Designated Special Natural Monument. Wildlife 

Protection, Control, and Hunting Management Act. 
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